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不安を抱えたまま作業をすることがないようにするための体制がないと安全

は守れない！ 

現在、首都圏を中心に設置を進めている。検知マットは乗降の多い駅に設置し

ている。今後は、現在計画している箇所の設置後に検討する。 

１名での対応は社員も利用者も

不安。転落事故も発生している。

2名体制にするべきだ！ 

バリアフリー設備が整っ

ていれば、1 名でも問題

ではない。 

大雪の輸送障害における反省点もふま

え、早急に整備していく。 

1 名で対応することが不安な場合は 2 名で対応し

てもいいのか。 

体制が取れるのであ

れば問題ない。 

車イスの対応は危険がつきまとう作

業であることは認識しているのか 
そのように認識した上で、教育をし

案内をしていただいている。 

対応する社員が安全を確保出来ないと判断した

場合は、お客様に待っていただき、体制を整え

て対応するように指導するべきだ！ 
了解！ 


